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持続可能な社会に向けて

１．東北発コンパクトシティ

さらに、東北圏の特性を踏まえた方針

◇全国一の人口減少率
◇少子高齢化の急速な進行
◇豪雪地帯での暮らし
◇低密度に広がる市街地
◇郊外化が進む公共公益施設
◇公共交通の利用離れ
◇市街地周辺に農業集落が点在
◇急増する耕作放棄地
◇求心性を有する中小規模の市町村が分散
◇厳しい自治体財政　　　　　　　　　など

◆人口減少社会に適合したコンパクトな土地利用

◆公共公益施設等の効率的な整備、維持管理

◆無秩序な大型小売店舗立地、宅地開発等の抑制

◆中心市街地の活性化

◆高齢者等を支える都市機能、公共交通の確保

◆農山漁村地域との連携による農地の有効利用

◆効率的な除雪による経費の縮減

◆近隣市町村との協力による都市機能の強化 　など

東北発コンパクトシティ



東北発コンパクシティのイメージ
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東北発コンパクトシティの考え方

２．実現に向けた取り組み

●　それぞれの市町村が、東北圏の伝統文化や地域性豊かな景観などを活かしなが
　　ら、市街地の計画的な土地利用のコントロールと適正な都市機能の配置により、
　　魅力的かつ利便性の高い空間を創出する。

●　都市と農山漁村地域の相互において土地利用の整合を図り、 水 ・ 緑豊かな環境
　　に囲まれた市街地を形成する。

●　基礎的な都市機能を強化しつつ、より高次な都市機能については近隣市町村と補
　　完し合うことで、効率的にサービスを提供する。



これから

街なかへ誘導

建替え時期
建替え時期

集積エリア 新しい都市機能

● 公共公益施設等の計画的な立地誘導

これから

例 )高齢世帯

例 ) 子育て世帯

え
替
み
住

郊　外

空き家

狭隘道路

空き店舗

中古住宅活用

歩行者にやさしい道路

多機能型住宅 共同建替え

公園・緑地

２）街なか居住の推進

● 良質な居住環境や住宅の形成

個々の市町村におけるコンパクトなまちづくり基本方針１

これから

老人福祉施設

空き店舗
空きビル

空き教室

病院
庁舎

図書館

保育所

チャレンジショップ

コミュニティセンター

● 既存ストックの有効活用による機能の強化

３）街なかの都市機能の強化

これから

低密度な市街地

施設の郊外化

建替える場合、
市街地内へ誘導

土地利用規制

新たな施設の
立地抑制

１）秩序ある市街地の形成

● 地域の実態を踏まえた 土地利用コントロール



これから

歩道の積雪

融雪歩道
流雪溝

電線類地中化

● 安全で雪にも強い歩行空間の形成

これから

耕作放棄地

朝市
産地直売

収穫 集落へ還元

廃校

交流施設

作付け

● 地域資源の活用による集落機能の強化

これから

公共交通が運行
　されていない

バス停まで遠く、
便数が少ない

路線バス利用減

デマンドバスによる
効率的なサービス

４）市街地の快適な移動の確保

自転車利用

バス利用

これから

買物

通院 ( 送迎 )

通勤

鉄道利用

マイカーへの依存度が高く、
交通手段の選択肢が少ない

多様な主体の連携による
　   交通手段の確保

パーク＆ライド

歩道・自転車道

● 多様な主体による快適な交通手段の確保 ● 利便性が高く、効率的な交通手段の確保

５）農地を守る集落機能の強化

基本方針２ 都市と農山漁村地域の連携



これから

担い手の不足、
高齢化

耕作放棄地

企業
建設会社

作付け

これから

Ａ市
Ｂ市

Ａ市
Ｂ市

市町村間を結ぶ
バスの運行

幹線道路の整備

市町村ごとに運営
する公共交通

都市間ネットワーク
の整備が不十分

● 農業への参入機会の創出 ● 広域交通ネットワークの強化

これから

体験農園・環境学習

耕作放棄地

農家民宿

空き家

滞在型市民農園
（クラインガルテン）

これから

共同利用

文化施設

建替え時統合
施設の統合整備、共同利用

市町村ごとに施設を完備、
維持管理費による負担増

Ａ市

Ｂ市 Ｃ市

料金格差等の是正

図書館

図書館

文化ホール

図書館

文化施設

野球場

● 都市住民等との交流を促す農地の活用

６）多様な主体による農地の有効利用

● 公共公益施設等の相互利用

７）都市機能の相互補完

都市住民と地元住民との交流
建替え時統合

建替え時統合

基本方針３ 近隣市町村間の連携携



取り組みの進め方のイメージ

３．取り組みの進め方
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